
地域リビング プラスワン 
での取り組み 

NPO法人ドリームタウン 



団体名：NPO法人ドリームタウン（板橋区） 
活動内容：地域のコミュニティスペースの運営  

「高島平団地の一角にある12坪ほどのスペースで、地域のコミュニティスペー
ス「地域リビング・プラスワン」を運営。食事作りのシェアをする「おうちごはん」
は月に約20回、「おかえりごはん」（こども食堂）は毎月6回開催。スペースが空
いている昼間は、地域の人たちの得意分野を活かした教室に活用。 
世代や国籍をこえて、日常をシェアする場としてさらなる発展を目指します。 

設立：2011年 
 (地域リビングは2013年) 
 
代表者名：井上温子 
 
団体スタッフ： 
パートタイムスタッフ  1名 
ボランティア  40名 
 
開催頻度：月20日以上 



東京ホームタウンプロジェクトの支援内容（2016年度）： 
プログラム運営マニュアル 

目的： ボランティアスタッフ業務の円滑化 
支援内容： 
食事のシェアを中心としたプログラム運営について、現状の俗人的で曖昧な
部分を整理し、ボランティアの運用ルールを定義、その運用ルールに則っ
て、ボランティアが前向きで円滑に作業できるような、分かりやすい運営マ
ニュアルを作成します。 

（プロボノワーカーとの 
  ミーティング風景） 



活動地域「高島平団地」の紹介 
 

⚫⚫高島平団地戸数及び居住者数 

  10,170戸15,932人  
  (内訳：2丁目賃貸 8,287戸 11,043人 
         3丁目分譲 1,883戸   4,889人) 
 →最盛期の人口約3万人から半減。 
 

⚫⚫築年数：４４年 

 

⚫⚫高齢化率：４７．５％  

  (日本人のみだと５０.２%の高齢化率) 
 

⚫⚫高齢者世帯における１人暮らし率：４０．８％ 

 

⚫⚫外国人比率５．６％（８８７人） 

 →急速な高齢化と一人暮らし世帯の増加 
 →購買力の低下 

 
(2015年11月15日高島平新聞より) 

 
 

大学→ 

高島平団地 



地域リビングのコンセプト 

 
核家族化・共働き 
１人暮らしの増加 

課題の抱え込み 
孤立 

家庭内での 
支え合い力低下 

地域でリビングを持ち 
地域で暮らす 

課題の共有化 

地域での 
支え合い力向上 

地域リビングは、「世代や国籍、障がいのあるなしをこえて」、 「
日常のシェア」から「コミュニティを生み出す」場です。 



2013年4月の予定表 



2016年6月の予定表 



地域リビングについて 

ごはん当番 おうち番 

家賃や運営費のシェア 活動のシェア 

「飲食店」ではなく、地域で共有
するみんなの「リビング」。 

運営活動をシェアしながら 
場づくり。 

OPEN時間：11時〜17時  
月・水 英会話 21時まで 
火・金 おかえりごはん21時まで 

場所：高島平2-28-1-102  
高島平団地 
イーストサイド名店街内 

活動内容： 

●プラスワンファミリーは、いつでも飲み物が無料です。  
 来やすいお家のリビングに。 
●ごはん当番、おうち番は、その日のおうちごはんが無料です。 
 

２０人 ２０人 １５人 ① おうちごはん 約月２０回 

② おかえりごはん月６回 

③ キッチン利用  

④ 教室・イベント  

⑤ 毎日、フリマーケット 



おうちごはん 
「地域リビング」は「飲食店」ではなく、 
地域で共有するみんなの「リビング」。 

はじめての方は、「おうちごはん」会員に登録し
利用をする。 

「おうちごはん」をつくる「ごはん当番」は地域の
ボランティアさん「プラスワンファミリー※」が
月１〜４回ずつ担当。 
 

「ごはん当番」の日は、「おうちごはん」やドリン
クが無料になる。 

毎日食べられる価格で原則５５０円。 
※「地域リビングの仕組み」参照 



おかえりごはん 



地域リビンを運営するボランティア 

おうち番・ごはん当番さん 



地域リビンを運営するボランティア 

おうち番・ごはん当番さん 



ごはん当番 たくちゃん 

来月は何つくってくれるの？ 

「美味しい」と言われるのが喜び。 

孫みたいな子たちもいっぱいできました^^ 

住民の方々からの声 



たくちゃんのおうちごはん特集♪ 

5/17 5/24 6/5 6/21 7/4 7/25 

8/8 8/28 9/6 9/18 10/3 10/10 

11/7 11/13 11/28 12/5 12/9 12/27 

12/31 1/1 1/10 1/16 1/24 2/17 

2/23 3/3 3/12 3/17 3/24 



住民の方々からの声 

ごはん当番 野毛さん 
 

 
地域リビングでボランティアすると疲れる。
でも、それがありがたくて、よく寝られるよ
うになりました。 



 
+生活サポート 

地域福祉拠点としての 
コミュニティスペース 

地域リビング 
(コミュニティスペース) 

=１人暮らしでも安心なまち 

＜目指すは、コミュニティスペースがコンビニくらいあるまちづくり＞ 



地域包括ケアは、世代や障がい、国籍をこえて 

●障がい者の方：作業所や福祉園がない日の地域の居場所に。 
●子育て世帯や１人暮らしの高齢者・学生・社会人・外国人の利用。 
→多様な人たちが集うからこそ、支え合いや活躍の機会が増す。 

＜目指すは、居場所がコンビニくらいあって、一人暮らしも安心なまち＞ 



点ではなく面での展開 

・ 区内１５団体をつないだ 
「コミュニティスペース連絡会」
を立ち上げ 

 
→住民や行政へのコミュニティス
ペースの認知度向上とさらに居
場所を普及させていくことによ
って地域福祉の向上を目的とし
た取り組み。 

いい活動だとは思うけど、インパクトは少ない･･･。 



THANK YOU 
2016年5月3周年パーティにて 


